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未踏峰（力バン6,717m)

ガネッシュ・ ヒマールとランタン・ ヒマールの

間は、数多くの知られざる山々があります。その

ほとんどは6,000m級ですが、 これまで全く試み

られたことのない山群です。山容は7,000m級の

山です。楽しい登山が期待できます。概要は下記

のとおりです。

記

1 ．期 間:1999年9月18日～11月1日(45日間）

2．募集人員:6名程度

3．負担金:95万円

チョム・カンリ (7,048m)

ラサから西北西約106kmの所にあるのが、チョ

ム・カンリです。1996年秋中国・韓国合同隊によっ

て初登頂され、 97年春に日本隊が登頂しています。

ルートは既登の南面を予定していますが、隊員の

協議によって変更される場合があります。

記

ニンチン・カンサ(7,206m)

ラサから半日行程の所にヤムドク・ツォと呼ば

れる大きくて美しい湖があります。その湖を見下

ろすようにそびえているのが名峰ニンチン・カン

サです。日本隊は既に3隊が登頂に成功していま

す。 ラサからゆっくりと人山し、登山期間は26日

間を予定しています。

HAJの登山隊は全てガイド登山ではありませ

ん。自己責任を認識して登山隊を構成します。

記

1 .期 間:1999年7月20日～8月25B(37日間）

2．募集人員:10名程度

3．負担金:85万円

4． 〆切り:定員になり次第

5． 申し込み:HAJ事務局まで

’ i ミニヤ・コンカ奄山を検討したのは1989年暮れであった。このIIf、 コンカ

の北側にある山群の一枚の写真を見た。いつかサマー・キャンプの舞台にし

ようと秘かに考えていた。それが今夏サマー・キャンプの舞台となるラモ・

シェであった。今回の写真は! ' 1村保氏が撮った西面であり、ルートは右上す

る稜を予定している。 （|｣｣森）
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伝説の中での迷走

ハリシュ・カパディア

1934年、経験豊富な二人のイギリス人探検家が

ガルヮール・ヒマラヤを訪れた。実際のところ、

彼等の名はこの時の探検で世に知らしめられた。

二人の名は、エリック・シプトンとビル・ティル

マン◎彼等は当時未知の地であったナンダ・デヴィ

聖域への入域を企てていた。その年の夏、彼等は

険悪なリシ・ゴルジュ沿いにルートを見出し、そ

こに若干の食料と装備をデポした。モンスーン到

来時には、バドリナートに引き上げていた。彼等

はしばらくの間は他の場所にいて、モンスーンが

明けたらナンダ・デヴィ聖域に戻り、計画を遂行

しようと考えていた。

バドリナート滞在中、二人はあるヒンドゥ教の

伝説を耳にした。その伝説によると、かつてケダ

ルナート寺院のある僧侶は、バドリナート寺院に

参拝するために高所のコルを越えて、その日の内

にケダルナートからバドリナートに到達したと云

う ！それが事実だとしたら、この地域の地形や地

勢を考えてみたら、 この行為は登山としてもかな

り優れた偉業である。シプトンとティルマンは、

勇敢なシェルパ達の協力の下、 この伝説の信葱性

を探ろうと企てたが、惨惜たる結果に終わった。

二人は、 ヒンドゥ教の伝説を確かめるべく、サ

トパント氷河の源頭部にある困難なコルを越え、

グンダルポンギ氷河を下降したが、上部では氷壁

にてこずり、下部では熊が横行する深い森林帯に

入り込んでしまった。予定していた日数を大幅に

過ぎてしまい、食料が底をついてしまった。彼等

は、飢えを凌ぐために、熊と戦いながら竹の子を

集めなければならなかった。生還するための冒険

談と身の毛のよだっような時間を体験した後、ガ

ウンダール村に出ることが出来た。

我々は、彼等は伝説の道の場所を誤認したので

あろうと考えた。彼等は、サトパント氷河の源頭

部のコルを越えている。地元の情報や現代の地図

によると、サトパント氷河南側のパンパティァ氷

河源頭部に標高の高いコルが存在する。我々は、

おそらくこのコルは越えられると考えた。このコ

ルはマディヤマヘシュワール寺院へ直接辿り着く

マインダガラ谷へと続ている。 この谷の上部で、

シプトンとティルマンが苦戦を強いられたのであ

る。おそらく伝説にある道は、寺院から直接辿り

着けるこのパンパティア・コルを巡ってのもので

あろう。

1984年、 1934年にシプトンとティルマンが辿っ

たルートを再踏査しようと試みた西ベンガルから

来た二人のトレッカーがいた。おそらくマディヤ

マヘシュヮールからパンパティア・コルを経由し

てバドリナートに向かおうとしたものと思われる

が、彼等の姿を再び見た者はいなかった。マイン

ダガラ谷内で死亡したものと思われる。

我々はバドリナートである人物に出会い、親し

くなった。彼は“パンダ（僧侶） ”であり、 しか

も強健な男である。剃髪しており、額にはティラッ

クを付け、まるで知識のかたまりのような人物に

思えた。私は彼に、高所のコルを越えその日の内

にバドリナート寺院を参拝したと云う、古い伝説

のケダルナート寺院の僧侶について尋ねた。

「多分事実だと思う。地表が平坦だった頃に、

僧侶はケダルナートからパドリナートヘ来たんだ｡」

僧侶は山々が隆起する以前にそのままヒマラヤを

通り抜けた。 「その後、ニルカンタ峰が隆起して、

巡礼の道を塞いだんだ｡」

彼は話を続けた。 「ここは“バドリ ”と呼ばれ

ているが、それは、平坦な土地にしか実らない果

実“バドリ ”に起因している。今はもう“バドリ ”

はここには一本もない。だから、かつてこの地は

平坦な土地であったに違いない｡」
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「しかし、地図からすると、 コル越えは不可能

と思える。現代の科学的社会では、その日の内に

コルを越えて来る事が出来るとは到底信じ難い｡」

私は反論した。

「これは本当の話なんだ、 もっとも、信仰心が

足りない者には信じる事は難しいだろうが。伝説

の道は確かに存在したんだ。今だって探せば見つ

ける事は出来る｡」そして、 しばらく考えてから

彼はこうつけ加えた。 「それは、信じる者だけが

見つけられるのだ｡」（註： ヒマラヤ各地ではこの

様な逸話が幾つかある。 ラダックのヌブラ谷にあ

る古代のヤルマ・ゴンパの壁の裏は夕刻には金色

に輝くと云う伝説があり、 1929年にイタリア隊の

Dainelli博士は、その伝説を信じてヤルマ・ゴン

パを探し求め、遂にその現象を目撃したと云う。－

H・J第4号参照一）

寺院の鐘が鳴り響き、参拝の時刻を告げた。私

は、寺院の別の入り口から入る特別なプジャのた

めに51ルピーを支払った。 しかし、それはどうに

かなってしまいそうな体験だった－ほこり、押合

いそして群衆一。私は、若いラワルがプジャの仕

方を熟知しているのが信じられなかったが、彼は

私にどのように振る舞うのかを教えてくれた。寺

院から外に出てみると、私の信仰心は中に入る前

より薄れていた。 “失われた何かを求めて、行っ

て見つけだせ”と云うキプリングの忠告にほぼ従っ

て、件の伝説の道を捜しに出掛ける準備は出来た。

▼ディオ・ディクニ雪原から望むニルカンタ北壁

に位置する標高5,250mのコルに到達する事であっ

た。このコルを越えたら、マインダガラ谷からグ

プタ・カシ（ケダルナート）を経由してマディヤ

マヘシュヮール寺院へ辿り着けるはずである。

氷壁には3本のルートを試みたが、そのいずれ

もが、巨大なクレバヴァス帯に行く手を阻まれた。

そこを通過するためには多量の装備が必要となる。

北に伸びる急な斜面に数本のロープを固定し、な

んとか上部雪原に到達した。 しかしながら謎そこ

からパンパティア・コルまではクレヴァスだらけ

の雪原を7キロメートルも横断しなければらない。

残念ながら、断念する事にした。 6月13日、我々

は同じルートを下降し、バドリナートに引き返し

た。キラオから力ルペシュヮールに至る谷の下方

に、一つコルがあった。 “ケダルナート ”地域に

通り抜ける事が可能なのは、唯一このコルである

と確信した。

我々は休養と食料調達のためにジョシマートヘ

向かい、ジョシマートの高台にあるスキーリゾー

ト地として開発されたオーリを訪れた。そこでオー

リの呼称の由来を尋ねたところ、ユーモラスな逸

話が返ってきた。或る時、一組の恋人同志がこの

地を訪れた。霧に巻かれてその女性が行方不明に

なり、二度とその姿を現さなかった。男性は叫び

続けた「オーリ、オーリ」。因に、オーリとは、

この地方の方言で“来い”を意味する。この話を

我々にしてくれた茶店の店主が歯を剥き出して笑

いながら話を続けた。 「今じゃ観光客を呼び込む

のさ“オーリ、オーリ （来い、来い）”って｡」

1934年、シプトンとティルマンは次にはパギラ

ティ ・カラク氷河を辿ったが、彼等は、計画した

ミーズ・チャウカンバ・コル越えのルートを確認

パンパティア谷へ

我々はパンパティア谷に沿って伝説の道を探る

事にした。一般民衆にもこの伝説について尋ねて

みた。殆どの者がこの話を聞いた事があると答え

たが、彼等は、その僧侶が来たのは遥か彼方にあ

る“ケダルナート ”寺院からではなく、 “ケダル

ナート ”地域のどこかから来たのだと思っている。

1997年5月31日、ニルカンタ峰の景観を楽しみな

がら3日間の高所順応活動をした後、いよいよパ

ンパティア氷河への準備が整った。

6月4日までには、キラオ村、 2,840m地点、

川沿いの3,360m地点、そして突端部3,860m地点

とl1頂調に進み、標高4,400mの氷壁の基部に到達

した。我々の目的は、上部パンパティア雪原南西

－q－
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た。 コックのジョン（アン・ニマ・シェルパ）が

キッチン場所に最適な場所を見つけた！ と叫んだ

時には、我々はテント設営に適している場所を探

していた。ようやく横になれる場所を確保できた！

ジョンは、我々が吹き曝しの場所にいることを気

にしてはいなかった。彼は、いつもコックとして

の権利を優先する。何はともあれ、我々のBCは

建設された。

上部ディオ・ディクニ雪原(5,200m)へは、

異なる二つのルートが採られた。ラジェシュとモ

ネシュは3人のシェルパとチャウカンバ・コル

(6,050m)を目指した。 1912年にC.F・ ミードが

この峠に到達して以来、パギラティ ・カラク氷河

側からチャウカンバ・コルに立った者は皆無であ

る（註： 1995年チャウカンバI峰を目指したシモ

ン・イースレーは、ガンゴトリ氷河側から到達し

ている)。 ミードは、 7月にバギラティ ・カラク

氷河上のキャンプからコルまで7時間以内で到達

している。 しかしながら、ルート上の雪は一面腐っ

ていてもぐるので認登行は非常に困難を極め、

出来なかった。 このコルには支谷からは到達でき

るものの、本谷からのアプローチは危険極まりな

い。彼等はこの支谷からアプローチ出来る事を確

認できず、探検を終えてからC.F. ミードと話し

ていて、初めてこの事を知った。シプトンとティ

ルマンは、アルワ谷に出るためこの谷の北側のコ

ルを越え、ガンゴトリ氷河のゴームクヘ到達すべ

くカリンディ ・カルを越えた。その後、彼等は往

路と同じルートでバドリナートヘ戻り、探検史に

新たな伝説を作った。我々は、我々の行程の後半

をこのルートを辿る事にしたいと思った。

チャウカンバ・コルを目指して

6月14日、我々はバギラティ ・カラク氷河に入っ

た。有名なヴァスダラ滝の麓を通り過ぎ、アルカ

プリ (3,560m)、 カドゥ ・カラク (4,150m) と

キャンプを進め、通常チャウカンバ登山の際のA

BCを設営する場所より少し手前の下部ディオ・

ディクニ(4,400m)に到達した。そこはモレー

ンに挟まれた寒くて吹き曝しのわびしい場所であっ
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▲ディオ・ディクニ雪原から南側のパノラマ、向って左からニルカンタ(6,596m)
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4,850mまで到達した時点で断念して本隊に合流

した。彼等は素晴らしい試登を為し遂げ、困難な

状況の中でその地点まで到達したと云うのは素晴

らしい成果であった。 （最近私は、私の旅の中で、

過去の驚異的な事実を度々発見している。例えば

このミードの踏査の様に、今日では信じ難いよう

な初期の探検家達の活動内容である。現在では、

バギラティ ・カラク氷河側からチャウカンバ・コ

ルまで7時間で到達するのは、不可能であろう。

過去の探検家達は我々よりずっと健康でダフだっ

たのであろうか、それとも地形が変化したのだろ

うか。ひょっとしたら、彼等は帰国便の予約をし

ていなかったので時間はいくらでもあり、それで

かえってコトを急いで運んでいたのではないだろ

うか！ ）

その間に本隊は、上部ディオ・ディクニ雪原に

上部キャンプ(5,200m)を設営していた。 6月

19日、私ハリシュとジョンことアン・ニマ・シェ

ルパがバガット ・ピーク (5,650m)に登頂した。

午前7時に出発、登り始めてすぐジョンがロープ

を解いたので、私はてっきり彼は“朝のお勤め”

に行ったのだと思った。実は、帰ってきてから優

雅に食事の準備をするために、水を探していたの

だった！またしても彼は、自分のコックとしての

権利を優先したのだ。我々は、 “神々の景観”を

満喫しながらのんびりとリッジを登り、帰りには

ジョンは食事の準備のために水を汲んだ。

私は、休養のためにBCに降りた。翌日カイヴァ

ンとミンマは雪原上の5,360m峰と5,400m峰の2

峰に登頂した。二人は面白い登山をして、 6時間

以内に戻ってきた。

1934年シプトンとティルマンは、我々同様チャ

ウカンバ・コルに到達出来ず、ディオ・ディクニ

雪原からシュラク・ラ （岩の峠）を北側に越えた。

シプトンとティルマンの峠越えから63年後の6月

19日、我々はこの峠に到達した。翌日、我々の隊

荷はこの峠上と、その先に運ばれた。

6月22日、全員が峠を越えた。前方北側の峠に

は二つのガリーがある。東側のガリーは谷底まで

急傾斜で落ちており、幾筋か雪崩の跡がある。西
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▼バギラティ・力ラク氷河、ディオ・ディクニ雪原よりシュラク・ラを望む

のチームは総勢14名もいるので、誰かがこのクレ

ヴァスやベルグ・シュルンドにはまるかも知れな

かった。返す返すも残念であったが、これ以上先

に進む事はあきらめざるを得ない。困難な峠越え

／をするには、明らかに今年のこの時期は向いてい

なかった。

我々は、再びアルヮ谷の同じ支谷の中でキャン

プをし、地図卜に“アルワ・タール'' (4,720m)

の記載のある場所まで下降した。現在、その場所

には“タール(湖）”は無い。我々はガストーリか

らマナそしてバドリナートと3日間かけて、 6月

29日にジョシマートに戻った。

側のガリーは幅広く、アルヮ谷へとなだらかに落

ちており、容易に下降できそうである。 しかし、

全員が峠に着いた時には既に、東側のガリーに沿っ

てロープが固定され、荷物も途中まで降ろされて

いた。我々が明らかにシプトンの素晴らしい忠告

を忘れていた一“登山とは偵察、偵察、偵察の連

続である”・ガリー全体にロープを固定せざるを

得ず、その上狭いガリーをシューシュー音を立て

て雪崩が起きるので、我々はルートを見出せず、

正規のルートである容易な幅広い谷を見つめてい

た。ひどい降雪の中、氷河上の5,400m地点で設

営した時には夕方も遅くなっていたが、幸運にも

全員傷一つなかった。

我々は、支谷を最後まで下降し、アルワ谷支谷

の5,280m地点で2日間キャンプをした。このルー

ト上で、私は永い間心に秘めていた二つの峰、ア

ルワ・タワー(6,350m)とアルヮ・スパイアー

(6,193m)を眺めた。この二つの岩峰は、優れた

クライマーにとっては格好の腕試しの場となるこ

と間違い無しであろう。再び1934年の二人のトレー

スを追って支谷を遡り、 6月25日、 もう一つのコ

ル(5,084m)に到達した。我々はこのコルに“セ

ルガ・コル（クレヴァスだらけのコル） ”と命名

した。 コル上からは、飛びつきたい程真時かにビ

ルニーのコルを、そして遥か遠くにカリンディ ・

カルを望む事が出来た。コルまでの足元は、ベル

グ・シュルンドとクレヴァスだらけであった。我々

旅を終えて

私は、旅の終わりに件の僧侶に出会った。

「道を見つける事が出来た事だろう、君達の無

事をずっと祈っていたんだ｡」と、その僧侶が言っ

た。

私は認伝説の道はなかった事を彼に話した。古

き時代には、確かにその道はあったかも知れない。

だが、現代においてはその道を通る事は不可能で

ある。僧侶は、半分は正しかった。 しかしその時

私は、私のように真実を半分しか知らない者は、

造詣が深い僧侶に言うべきではないと思った。

そこで、私はこう答えた。 「僧侶がその近くへ

行けば、困難でも道は見つかるでしょう。」オー

ブレイ・メネンの言にあるように、 「我々は一般
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には真実を知っている。 しかし、だからと言って

純朴な人々の純粋な信仰心を打ち砕く事は、決し

てすべきではない｡」だから、伝説の道は本当に

あったのかも知れない。いつの日にか誰かが、彼

の地と此の地を、伝説の道を越えて繋ぐかも知れ

ない。シプトンとティルマンは、もう少しのとこ

ろでそれを為し遂げる事が出来たのだ。

我々は疲れて、家に帰り付くのを楽しみにして

いた。自分達の旅を終えてから想像を巡らせて見

た、シプトンとティルマンは、困難極まり無い伝

説の道探しをした後でナンダ・デヴィ聖域に戻り、

あの探検を為し遂げたのである1 1

踏査隊概要

メンバー：ハリシュ・カパディア（リーダー）

モネシュ・デヴジャニ、 ラジェシュ・

ガドゥギル、ヴィジャイ・コタリ、カ

イヴァン･ ミストリー

踏査期間： 1997年5月25日～7月4日

踏査地域：中央ガルヮール・バドリナート寺院西

側（パンパティア谷、バギラティ ・カ

ラク氷河及びアルワ谷周辺）

▼アルワ・スパイアー(6,193m)

〃

派遣母体:TheMountaineers,Bombay.

参考文献：

1.NandaDevi byEricShipton.

2.ApproachtotheHills. byC.F.Meade

3・ThroneofGods, byAHeimandA・Gansser

4,KametConquered, byFrankSmythe

5.HimalayanOdyssey, byTrevorBraham

6.MountainDelight, byBillAiken

7・TheHimalayanClubNewsletter38.

8.TheHimalayanJournalVol.W

(HJvol.54より訳出：寺沢玲子）

山の情報誌『岳人」『岳の
98年 特集

GAKUJIN ロ
弓
口
言
口
弓
口
石
口
言
ロ
言
ロ
呑
口
言
ロ
弓
口
言
巨
石
口
巧

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

★
★
★
★
★

ぼくの好きな雪の山小屋で

粉雪わけて爽快山スキー

駅から登るとっておきの山

新緑と残雪を求めて5月の山

山の本、名作をめぐる春山紀行

高層湿原、もう一つの尾瀬へ

夏は北海道の花と渓流へ

真夏に涼を求めて、高原へ

初秋の単独行の山歩き

上信越の紅葉をさぐる

名峰を訪ね、冬枯れの温泉へ

冬山入門、心構えと特選コース

岳人
毎月15日発売(;舎蹴)定価700円
■本誌の年間購読ご案内
本誌の購読は、全国の書店、東京新聞販売

店、中日新聞販売店、北陸中日新聞販売店

で承ります。

直接購読ご希望の方は、 とじ込みの振替用

紙幅「岳人何月号」からとお書きのうえ、
送り先郵便番号、住所、氏名を明記して、
ご送金ください。

郵送料は124円です。年間購読料は8,900円
で送料は当社負担です。

お求めの本誌に乱丁、落丁がありましたら

お取り替えいたします。 (★は特大号となります）

東京新聞出版局僅鞠)望灘鰯堕繍鵜醗繩無
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畷蕊認HAJ創立30周年記念講演(4)躍蕊驚調

Dr｡ハルカ・グルンとネパール

神原達

その時の大使が理解があってポケット ・マネー

でハルカ・グルンに奨学金を出してくれた。彼は

それでエジンパラ大学に留学してドクターを取り

3年後に帰国しました。

その時のドクター論文が「ポカラ・バリーの地

理学的研究」でした。時々、現地野外調査のため

ポカラヘ行き、カトマンズに帰ってくると私の所

に来て、サッカーをしたり、またある時は、彼の

故郷がアンナプルナとヒマルチュリの中間ラムジュ

ンのナイチェなので、そこで何年に一回しか行わ

れないアルグンといわれるお祭りに誘われて行っ

たこともあります。この祭は「天に召された自分

たちの祖先の魂が地上へ戻ってくる時にやる儀式」

です。

彼がイギリスでドクターをとってネパールに帰

ると王様（現国王の父親のマヘンドラ国王）が、

｢お前はグルン族で初めてのドクターになった」

ということでゴールド・メダルを与えたのです。

そして政府の役人に抜擢し、経済企画関係などか

ら最後は観光大臣まで務めたのです。20年以上も

前のことです。

彼と私とはその後仕事のことでは一緒になるこ

とはありませんでしたけれども、趣味の登山とい

うことでは、私がロンドンにいた頃クリス・ポニ

ントンのエヴェレスト南壁初登掌の報告会がアル

パイン・クラブであった時に私も聞きましたがそ

の時は彼も一緒でした。

ネパールのハルカ・グルンというと、国際登山

隊で副隊長を務めたりして登山の方でも有名です

けれども、どちらかというと彼はサッカーの方が

好きで、学生の頃はサッカーの選手として有名だっ

た。真面目で紳士で、私は家族ぐるみの付き合い

をしています。

■出会いとその後

私はDr.ハルカ・グルンとは1960年に最初に会っ

ております。それから40年近く親交を結んでおり

ます◎

私自身ヒマラヤ登山に憧れまして、 1950年代か

らヒマラヤを目指し1960年に最初にネパールに参

りました。

その時はインドのカルカッタまで船で行きまし

てそれから汽車でパトナまで。パトナからカトマ

ンズまで飛ぶロイヤル・ネパールの飛行機、当時

はまだC－3型のダコタ機です。

それを待っていましたら飛行場の向こう側から

日本人にそっくりの青年が、 4～5人歩いてきま

して、私の所に近づいてきまして「お前は日本人

か」と聞かれました。そのグループはネパール人

の学生でインドのパトナ大学の留学生でした。

その中で積極的に話し掛けてきたリーダー格の

人が、国連大学の関係で今、金沢にいますラトナ

シャルシェル・ジャン・バハドール・ラナ、ラナ

家の人で世が世ならマハラジャになっていたかも

しれない所謂Aクラスラナ。

ネパールにはラナと名のつく人は沢山いますが、

それはA、B、Cクラスに分かれます。Aクラス

ラナはマハラジャの継承権を持っているラナ。彼

はその一人であった訳です。彼はアメリカに留学

して後に経済企画庁長官などやりました。

その一番後の方でモゾモゾと自分も日本人と話

しをしたいのだけれどもと、なんとなくいたのが、

グルン族のハルカ・グルンだったのです。彼はそ

の後パトナ大学からどうしてもドクターまで学び

たいと、駐ネパールのイギリス大使に交渉しまし

て、自分たちヒマラヤのグルン族は散々グルカ兵

としてイギリスのために貢献したんだ。私のため

にイギリスは奨学金スカラシッフ°をなんとか出し

てくれないか、と大使に直訴しました。

■ハルカ・グルンの原稿から

今日、ここでハルカ・グルンがネパール・ヒマ
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ラヤについて書いたものを代読するのですが、お

手元にある日本語訳で一か所気になるところがあ

ります。こうした方がいいなと思いますので直し

て戴きたいと思います。 「さらにオーバーユース

の山では入山制限をすべきである｡」とあります

が、原文からすると、 「さらにこのような過密な

トレッキング地域及び山々では、そこで得られる

インフラ関係に従って季節的に最適の登山隊の数

にすべきである」と訳するのが適当だろうと思い

ます。

ハルカ・グルンから私のところに送って来た原

文を見ますと、彼は地理学者でなかなかの勉強家

でありますので、ネパール・ヒマラヤに人山した

外国登山隊の数、国別、登山料、費用について観

光省にある統計を元にして、また金額については

大蔵省の資料を元にして、どれくらいのお金がネ

パールに落ちたかということを問題にしておりま

す。ネパール人の立場に立てばそれが一番の問題

であろうかと思います。

さらにネパールの現地の環境保護に関して彼は

一番気を配っています。登山隊によって環境が荒

らされることについて彼は心を痛めております。

そして登山料など政府に入るお金は山々のある現

地へ直接還元することを提唱しています。そのお

金は環境を保護するために直接使うべきだと云っ

ています。こういうことは大事なことだと思いま

す。

彼は観光大臣という立場はとっくに離れて、今

は環境関係のコンサルタント業（ヒマラヤ地域で

開発が行われる時、例えば電源開発を行う場合に

環境的な問題はどうかなどについて必ず第三者の

調査機関に委託します。環境面で問題がないこと

になって初めてそのプロジェクトが進行する訳で

すが、その調査関係の仕事を請け負うコンサルタ

ント）をやっております。彼自身も自分の仕事に

もやりやすかったのかも知れません。

私は最近再びネパールに戻されました。仕事は

日本政府がネパールに対して行ったODA国の援

助がどのように有効に使われているかどうかの査

定を行うことです。昨年ネパールに行って来まし

た。私はインフラ関係でJAICAの専門員の辞

令をいただきました。再びネパールとの接点がで

きました。

1960年代から比べるとカトマンズは雲泥の差で

観光化され、その汚くなったこと謎人口が2倍ち

かくに増え、挨と車の排気ガスで今やカトマンズ

の観光客はマスクをしながらお寺に行く状態です。

この現実をなんとかしなければいけないのですが、

それではどうしたらいいのかというと、観光寸国

は難しい。ブータンがネパールの状況を見ながら

外国人を入れてもろくなことがないと、云うので

ブータンは観光客を締め出して限定しているよう

です。

それでも登山隊は、カトマンズの汚れとは無関

係に山の奥に向かう訳です。彼の原稿にもありま

すが、未だ登られていない小さい山が沢山残って

いる。とくに西ネパールに残っていると書いてい

ます。サーヴェイ・オブ・インディァという昔か

らあるインド測量局によって作られたヒマラヤの

地図、 これがハルカ・グルンの原稿ではクオーター

インチマップといいまして、 1インチが4マイル

のスケールの地図。 これが大体25万分の一なんで

すが昔はその地図で、 しかもその復刻版みたいな

ものが戦時中の日本で出されたりしました。そう

いうものを見ながらヒマラヤに行ったんですが、

これのもっと詳しい日本の5万分の一の地図に相

当する、 1インチ1マイルの地図が、今やヒマラ

ヤのかなりの所で出来たと先程伺いました。

ハルカ・グルンはヒマラヤの山を数えるに当たっ

ては、 クオーター・インチ・マップ25万分の一の

地図で数えました。そこの所は訳文に載っていま

せん。ともかくそれよりももっと詳しい1インチ

1マイルの地図が出来ているということなので、

それを見ればさらにもっと山が増えるかも知れま

せん。

私がハルカ・グルンと一緒にヒマラヤに行った

のは、今で云うトレッキングに相当する彼の故郷

のナイチェ村へ行っただけなのですが、実はその

2年前1960年に最初にヒマルチュリのBCまで私

一人で行ったことがあります。その時は慶應大学

が初登頂した時です。BCに訪ねて行きました。

BCまで人気のない全くのジャングル地帯で、

鯵蒼とした森でシャクナゲが綺麗に咲いていまし

たが、なんと蜂の大群に襲われました。実はハル
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力・グルンの村の上を通って行ったんです。綺麗

な円い村落があって、そこでは男がある程度の歳

になると、度胸試しに山に行って蜂の巣をとって

くるんだと彼から聞きました。

ネパールでは、 ヒマラヤの山の木を沢山切りま

す。それは登山隊だけではありません。人口が増

え過ぎて村が過密状態になって家を作り畑をドン

ドン増やしていきます。そうすると森を切ってし

まいます。彼のナイチェ村の上の方の森も大分切

られて、村で地滑りが起きて村が全壊してしまっ

たという悲しい知らせを何年か前に聞きました。

ネパールの山々に住む人達、これはなにもグル

ン族だけではなく、 タカリ族（ヒマラヤの交易民

族）などは、何人かは日本に定住しています。ネ

パールに対する文部省の最初の留学生の中から二

人が医者になりました。二人共日本人と結婚して

います。そのうちの一人にタカリー族のトラチャ

ンは、実に辛辣にネパールの批判をします。確か

に外から見ているとネパールは問題があまりにも

多くて、批判の的になるのでしょうけれども、 ヒ

マラヤの人々はそれぞれ皆実にいい人達が揃って

おります。

その人々に囲まれて山登りができると云うこと

は、私たちヒマラヤの好きな者にとっては大変恵

まれたことであろうかと思います。

どうしてネパールに援助するのか。実情をご存じ

ない方の話しです。

カトマンズではリンゴをどうしているかと云う

と、カシミールのリンゴをインド経由でトラック

でネパールへ持って来てカトマンズ市内でインド

人の屋台引きが売っている。

ネパールでも実は山の中、ムスタンで採れたリ

ンゴから作ったラム酒があります。ハルカ・グル

ンがそう云って私の家に持って来てくれたことが

あります。なかなか美味しい酒でした。そんなこ

ともありましたが、 コストも高くて売れないので

結局リンゴ畑は潰していると云うのが実情です。

この開発の問題は余程考えませんと難しい。次

いでに申しますと安易な援助、NGOの援助で村

に学校を作ってあげるとか、善意でやられること

自体は大変結構なことなのですが、結果的にはそ

れがマイナスになっている。一つの村に学校を作っ

ても隣の村に学校がなければ、隣の村の人は何で

あの村だけいいことになるんだと思います。学校

を作っても維持がどれだけ続くのか。全てが援助

によるものの維持というのはまず絶対に駄目です。

ともかく自立心を真っ先に育てなければいけない。

依頼心ばかり多くなる現状は考えなければいけな

い。

というのはなにもNGOだけではなくてODA

も通じて全部言えることであって、全てが外国が

やってくれるからいいや、というような心が今や

ネパール人にかなりある。 これは悲しむべきこと

であり、何とか変えなければいけない。

ハルカ・グルンの云わんとすることを話しまし

たが、環境破壊を何とかしなければならない、 ヒ

マラヤの登山で得られる収入はネパールの政府だ

けのものではなくて、その地域の住民に還元され

るべきであるというような趣旨であります。

この訳文にもありますが、 ヒマラヤが今や戦場・

挑戦の場から今やう°レイグラウンド、 ヒマラヤ登

山を本当に楽しむ場所に変わって来た、 というネ

パール・ヒマラヤの中において、彼はヒマラヤの

登山隊に対する理解が一番ある人であります。大

いにプレイグラウンドとしてのネパール・ヒマラ

ヤ登山を楽しんで下さいと彼は云っております。

（講演を要約しました。文責：山森）

■地域開催のむずかしさ

さらにハルカ・グルンの想いを述べますと、地

域開発がいかにむずかしいか。一例をお話ししま

すと、今、日本山岳会（編注:HAT-J)かど

こかでリンゴの木をネパールに植えましょうとい

う運動をしている方がおられると聞きました。実

は30何年前に既にインド人の園芸専門家が、カシ

ミールのリンゴをネパールに持って行っておりま

す。インドの援助でヒマラヤにリンゴを作る話し

は、30何年前から進められてました。そしてその

木が大きくなってリンゴがいっぱい採れました。

ところがこれをカトマンズに運べない。みんな腐

らせてしまいました。そしてそのためのリンゴ畑

は、 もったいないと云うので30何年たったリンゴ

の木を今や全部切って元の麦畑に返しています。

そういう事実もご存じなくて今更なんでリンゴを
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ヒマラヤ登山遭難事故例

世界最高峰エヴェレストは、ご存じのとおり1953年5月29日に初登頂された。あれから今年（1998年）

春のシーズンを終えて丸45年が経ち、どうやら延べ登頂者数が「1000人」を突破した模様である。

最高峰の登頂者数千人が驚くべき数であるのか、意外に少ない数であるのかは、多分に感想が割れると

ころであろう。

しかし、延べ登頂者数が500人を越えたのが、わずか5年前の93年春のシーズンだったことを知ると、

この5年間に500人が登頂したことになり、世界最高峰に異変が起きていることに間違いはなさそうであ

る。

そして、世界最高峰の異変は、エヴェレストが在る「ヒマラヤ登山」の「一極集中」現象の象徴と見る

べきであろう。その一極とは、 ヒマラヤのジャイアンツの異名をとる「八千メートル峰」のことである。

我も我もと八千メートル峰に向かう現象が世界的に起きているのである。その八千メートル峰登山の現状

については、機会をあらためて紹介したい。

ところで、人類がヒマラヤ登山を始めてから既に100年が経過したが、 この間、 ヒマラヤを目指した世

界の岳人のうち、どの程度が志し半ばにしてヒマラヤで遭難死したのであろうか。次号以降で各地域別に

整理し、実態を紹介する予定であるが、今回は特に「大量遭難」について別に整理してみた。これはあく

までも六千メートル以上の峰を対象とし、一原因で3名以上が遭難したケースである。 （一部同一隊でな

いケースも含まれている）

また、旧ソ連のように、遭難の実態が掴めないものなどもあるが、極力拾い上げることにしたので、一

部については不正確なものも混在している。

地域別に代表的なケースについて紹介するが、日本隊については、既に何回も紹介済みであるので割愛

した。 （文責・山森欣一）

大量遭難の例

き、右手の雪面が2～3ヤードのところで裂け、

しわがより発作的にその方向に2歩踏み出した時、

ゆっくりと下へ動き始め、流動している全体の表

面に運ばれていった｡」と述べている。

結局上部の2組は自力で脱出できたものの、後

続の2組9名の内、 7名が死亡し、その内の1名

は行方不明となってしまった。 7名はエヴェレス

ト登山初の犠牲者となり、遺体はクレバスに安置

された。

(30) 1974年9月9日西稜6,400m 6名

フランスのガイドでアンナプルナ南峰の困難な

南壁の初登筆者であるジェラール・ ドヴァゾーら

10名がネパール側の西稜からエヴェレストの縦走

を狙って入山。アイスフォールの通過を避けて、

口一・ラの上に三つのキャンプを建設したが、 9

1. エヴェレスト

(3) 1922年6月7日 ノース・コル直下 7名

イギリスの第二次隊。実質的には初めて登頂を

目指した隊。 5月21日に3名が、8,225mに到達。

27日に3名が、8,326mに到達。事故は3回目の

アタックのために、 ノース・コル(約7,000m)に

張られたC4に向かう途中に起きた。 メンバーは、

サマヴェル、マロリー、シェルパ、クロフォード

の順にアンザイレンしていた。その後に、 4名、

4名、 5名に分かれた3組のシェルパが、それぞ

れアンザイレンして続いていた。コル直下の最後

の急斜面は、予め雪崩の発生を危愼していた場所

であった。 この時の雪崩の模様を、マロリーは

｢孔の口をふさがない火薬の爆発のような音を聞
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月9HC2を朝7時半に側壁から雪崩が襲い、 ド

ヴァゾーとラクパ、ワンギャル、 ドルジェ、ルト

クとC1(6,000m)のワンチュが死亡したもの。

モンスーン中の早い時期の雪崩事故。

Ⅱ．ネパール

（24） 1972年4月11日 マナスル 15名

前年に遭難事故のため断念した金禎愛隊長率い

る韓国隊に日本の安久一成が参加して、マナスル

のノーマル・ルートからの登頂を目指していた。

4月11日午前3時半頃、降雪の中、雪崩が発生し

C3(6,500m)に寝ていた6隊員とシェルパ12名

が襲われた。この時は、安久を含む3隊員とシェ

ルパ2名が生き残った。 しかし、 1時間半後に再

び雪崩が襲い金礼愛隊員とシェルパ1名を除く3

名も死亡した。結局、安久を含む隊員5名とシェ

ルパ10名が犠牲となる大惨事となったのである。

（97） 1994年11月13日 ピサン・ピーク 11名

トレッキング・ピークとして人気の高い山で、

ネパール観光省の発表では、 1991年から96年の6

年間に入山許可したのは140隊720名である。

ドイツ山岳会のシュテファン・ハーゼンコプフ

に率いられた11名をシェルパのチャンパがガイド

して入山。 11月13日体調を崩した1名を除く11名

が死亡したもの、 ドイツから派遣された捜索隊に

よれば、一行は登頂成功後、下山中に最上部のグ

ループ°が表層雪崩を引き起こし、下のグループも

巻き込まれたとしている。尚、 8名は5,300m付

近で発見収容されている。

無人のキャンプであった｡C4にいた支援隊も嵐

で動けなかった｡ 10日にはラキオト ・ピークの肩

の下でニマ・ ドルジェとニマ・タシが、C5の手

前でピンッォ・ノルブが死んだ。残った本隊もま

たジルバー・ザッテルの下でビバークとなり8日

夜、ニマ・ノルブは死んだ。C7の手前30mでウ

リー・ヴィーラントは死んだ。 10日夜ジルパー・

ザッテルの下でダクシーも死んだ。 11BC7には

メルクル隊長、ヴェルツェンバッハとアン・ツェ

リン、ゲー・レーの二人のシェルパがいた。 12日

から13日にヴェルツェンバッハが死んだ。 14BC

6に向かったがビバークとなった。アン・ツェリ

ンが救援のため下山、その日C4に辿り着いた。

残された二人はモーレンコップの岩峰まで辿り着

いたがそこが終焉の場となった。こうして頂上ま

であと4～5時間の距離まで迫りながら隊員3名

とシェルパ6名の死という結末に終わったのであ

る。

（5） 1937年6月14日ナンガ・パルバット 16名

ドイツのナンガ・パルバットにおける悲劇は再

び悪夢となって起きた。カール・ヴィーン隊長と

6名の隊員は、 6月11日C4に集結した。 しかし

14日夜から15日にかけて、 このC4がラキオト ・

ピークからの雪崩によって埋められ、 9名のシェ

ルパ共々16名全員が死亡したのである。

（64） 1986年8月中旬K2 5名

「ブラック・サマー」と呼ばれる遭難事故が起

きた。 これは、高峰登山の力量を備えた各国のク

ライマーが、下山途上で次々と倒れたレケースで

ある。 これらのクライマーたちは、所謂固定ロー

プを持たない層であったが、同時期固定ロープ°を

ルート上に先行して張り巡らせていた韓国隊の存

在も考慮されなければならないだろう。多少体調

が悪くとも固定ロープがあれば上に行けるからで

ある。

南東稜の7,900m付近は、通常の隊が最終キャ

ンプを張る場所である｡ 8月2日にディームベル

ガ－とテュリス(f)、 ラウスとミ ョドヴィッチー

ヴォルフの二組のペアとオーストリアのイミッツァー

、バウアー、ヴィーザーの3名が韓国隊の最終キャ

ンプがあるこの付近にキャンプした。 しかし、韓

国隊が頂上アタックした翌日この7名はそのまま

Ⅲ、パキスタン

(4) 1934年7月中旬ナンガ･パルバット 9名

ナンガ･パルバットはドイツ人の山であり、魔

の山である。 1934年ヴィリー・メルクルに率いら

れた登山隊は、 35名のシェルパを連れて5月中旬

にBCを建設した。 6月8日高山病でドレクセル

が急死した。 しかし、本当の悲劇はその後に待っ

ていた。 7月6日隊長以下5名の隊員と11名のシェ

ルパがC8(7,480m)を建設。初登頂は間違いな

いものと誰しもが確信した。ところがその夜から

物凄い嵐となった。一日待ったが嵐は止まないの

で8日撤退することになった。道をつけるために

先発した隊員がみたものは、 C7、C6、C5と
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は、当時の女性としての高度記録を塗り変えた。

しかし、 この記録は59年7月7日ムスターグ・ア

ダに登頂した中国人女性（パンドゥーら8名）に

よって更新された。60年春にチョモランマ登頂に

成功した中国では、勢いを得て61年にコングール・

チュビエ(7,595m)に12名から成る女性登山隊を

派遣した。今の時代とは違い、その当時は女性登

山隊には、男性がエスコートしていたのである。

4つのキャンプを出し、 6月16日に15名が最終

キャンプのC5(7,300m)に到達した◎翌17日天

候の悪い中登り続け、 21時30分頂上直下30mに到

達したが、陳栄昌（男性） ら5名が断念。シーラ

オ、パンドゥの女性2名と陳三、拉巴才仁、 ‘郭宗

岳の男性3名が登頂し、二人は見事女性記録を塗

り変えたのである。 しかし、 19日に下山途中の衡

虎林（男性）が、 7,200mでクレバスに転落死亡。

続いて7,100mでシーラオと男性の拉巴才仁、穆

炳鎖、陳宏基の4名が雪崩のため死亡してしまっ

た。パンドウはこうして、ムスターグ・アダ、 コ

ンクール・チュビエ登頂の実績の上に立って、 75

年のチョモランマ登頂への足掛かりを掴んだので

ある。

そこを動かなかった。結局4日にアタック。ヴォ

ルフとヴィーザーは断念したが、残る5名は登頂。

ディームベルガ一組はテュリスが滑落したため止

まった所でビバーク。残る5名はキャンプ地に戻っ

た。翌日も5名はそこを動かず降りてきたディー

ムベルガ一組と一緒になった。その夜から悪天候．

嵐となり一歩も動けなくなった。八千メートルラ

インで6泊となった7日にテュリスが衰弱で死ん

だ。食糧も尽きた。 10日ようやく晴れてきたがラ

ウスはもう動けなかった。残る5名が下降を開始

したすぐにイミッツアーとヴィーザーが倒れた。

そして6,400mのC2に辿り着けたのは、バゥアー

とデームベルガーだけであった。ヴォルフもまた

行方不明となったのである。アルパイン．スタイ

ルの負の面が如実に描き出された遭難であった。

Ⅳ． 旧ソ連

(29） 1974年8月7日 レーニン 8名

レーニン峰では毎年、国際キャンプが開催され

ていた。旧ソ連の女性隊はレプキン稜から北稜に

トラバースするルートから登頂を目指していた。

8月5日～7日と悪天候が続いたが、この時頂上

直下にテントを張った女性隊8名の内、 7名がテ

ントから6,950mの間で点々と凍死体で発見され、

残る1名もテント内で凍死した。

（82） 1990年7月13日 レーニン 43名

国際キャンプ開催中のシレーニン峰が地震に見

舞われ雪崩が発生し、大量遭難となった。場所は

ラズジェリナヤ・ルートのC2(5,300m)である。

襲われたのは夜である。 イギリスの公募隊による

と、事故現場の手前にキャンプを張ったため難を

逃れたが、大雪崩の前にいくつかのデブリがキャ

ンプ手前まで迫っていたが、襲われたC2のソ連

人たちは注意を払っていなかったとのことである。

この結果、助かったのは2名だけで、43名が死亡

し遺体が収容されたのは、わずかに3名だけであっ

た。

（参考文献）

1． ヒマラヤの高峰

2．岩と雪、山岳年鑑各号

3． ヒマラヤン・ジャーナル

4． アメリカン・アルパイン・ジャーナル

5． インディア・マウンテンアー

6．氷山雪嶺二年年

7．中国登山運動史

8．世界山岳名著全集

9． ヒマラヤ名峰事典

10. コンサイス外国山名辞典

11．中国登山指南

12．世界山岳百科事典

13．世界山岳地図集成

14． 山岳各号

15．山と渓谷各号

16．岳人各号

（以上は、今回の遭難に関する記事全てについて

の参考文献である）

V. 中国

(15） 1961年6月19日 コングール・チュビエ

1955年10月24日、ガネッシュ・ヒマールI峰の

初登頂に成功したフランスのクロード・コーガン
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ヒマラヤ登山大量遭難一覧表

（－原因による遭難で3名以上死亡）

(対象は標高6,000m以上の山、遭難者の[ ]内は、 シェルパなど現地雇用者）

NQ|遭難日 ’ 山 名
0111895, ｜ナンカ･パルバッナンガ･パルバッ1895,

国|標高|人数|所属
P|8.1261 31英英8,126

遭 難 者 名 遭難場所 ｜原因

ト

8,24

A.F.ママリー(40)

〔ラコビル･ツァパ、ゴマン・シン〕

6,200m付近 行方不明

02 1901．上
カンチェンジュンガ 英.他NI8.5861 48,586 A・パッヘ[HP3名〕 6,300m下 雪崩

エヴェレスト （北）03 22， 6， 7 英C|8.8481 78,848 〔ノルブ、ラクパ、パサン、ペマ、 ド

ルジェ、 レンバ、サンケ〕

Nコル下 雪崩

34, 7,中04 独ナンガ・パルバット U.ヴィラント、W.ヴェルツェンバッハ

W.メルクル、 〔ニマ・ドルジェ、ニマ・

タシ、ビンッォ：ノルブ、ニマ・ノルブ、

ダクシー、ゲー・レー〕

PI8.1261 98,126 銀鞍からの

下降中、次々

と倒れる

高山病

(衰弱）

05 37, 6,14 独ナンガ・パルバット K.ブィーン、P.エランノ、ウザー、A.ゴッ

ター、G･ヘップ、H.ハートマン、P・ム

レリター、M.プヘッファー、 〔テク．マ

イ、パサン・ノルブ、チョン・カルマ、

カルミ、 ミンマ・ツェリン、ニマ・ツェ

リンI、ニマ・ツェリンⅡ、ギャルゼン、

モンジョ、アン・ツェリンⅡ〕

P|8.1261 168,126 雪崩C4

(就寝中）

06 39, 7,30 K2 米 〔パサン･キリク、 ピンッォ、パサン

キタール〕

P|8.6111 38，611 行方不明

Ｗ
｜
肥

55, 8,下 ポペーダ Ｓ
ｌ
Ｎ

7,439 |日ソ、

３

シーピス、シギトフ、スースロフ他

C.フォックス

〔シンマ・テンジン、ラクパ･ノルブ〕

師秀(39） 国徳存(33）彰仲穆(33）

K.ワルバートン(31) Rクナイト(25)

H・ステファンソン(23) A.ヒルスビッ

チャー(27)M.グーネル(28)

6800～6930m 悪天候

英57, 4,30 レンポ・ガン 6,979 C4上

6,000m

雪崩

09157, 6,13
10 57. 6.下57, 6,下

中国ミニヤ・コンカ 、
）
｜
ｐ
ユ

7,556 ３

５

滑落 ↓6,800m

英,独バトゥラI 7,785 C3上

6,850m付近

行方不明

59， 8 ポベーダl1 3名

C.コガン(f)、C.ストラッテン(f)

〔アン・ノルブ］

Ｑ
〕
’
（
』

|日ソ7,439 ３
’
３

北稜6,600m 行方不明

1259.11,上 国際チョー--．オユー 8,201 雪崩C4

7,100m
13 60, 7,18 ポベーダ 10名(29名が呑みこまれる）S|7.4391 107,439 |日ソ 北稜

5,600m上

豐
口
型

片
口
哩

圭
ヨ

14 61, 5,11 日本 森本嘉一(44） 大島健司(27）

〔ギャルッェン・ノルブ〕

シーラオ(28f) 穆炳鎖拉巴才仁

陳宏基

Pバクシ〔ギャルツェン・ミクチュン、

カルマ、ウォンチュー〕

ジェフリー・ヒル〔ペンバ、S.クマール〕

B.エヴァレスト、P.ガーハード、J.ホー

マン、W.ロス、D.サイドマン

〔パンポチェ・テンジン、プタール〕

ランタン・リルン N|7.2341 37,234 C3 5,600m

(懸垂氷河）

雪崩

15 61, 6,19 中国コングール・チュビエ C|7.5301 47,530 7.100m 雪崩

62, 6,20 レオ･パルギャル16 印I 6,791 ３ 61460m 滑落

67,11,下Ⅳ

肥

1 16,0691 31英
N|8.1671 71米、I′不8,167

ムヵル・ベ－ Cl 雪崩

69, 4,28 ダウラギリ I 氷河上

5､182m

雪崩

19 69,11,上 ダウラギリⅣ 奥N|7,6611 67,661 Rホイヤー(26) P.ラピカ(28) K. リ

ン(28) P.ネメク(26) K.レハ(21)

〔ニンドラ〕

C5

6,900m

行方不明
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NQ|遭難日 ’ 山 名
20170.451エウェレストエヴェレスト70， 41 5

国|標高|人数|所属｜ 遭難者名〔 〕内はハイポーター ｜ 遭難場所 ｜ 原因
N|8.8481 61日本| [ ミマ･ノルブ、ニマ・ドルジェ、 ツェ|アイス･フォー|雪崩雪崩日本 〔 ミマ・ノルブ、ニマ・ドルジェ、 アイス・フォー8,848 ツェ

リン・タルキー、パサン・クンガ、

ブ、カミ・ツェリン〕

ノレノノレ

日本 手塚英信(30)柳沢利文(27)

胄木憲一(23）

転落ダウラギリV21 71， 5， 4 7，000mN 7.6181 37,618

行方不明71, 8,下22 エヴァシレフ、A.ザハリエフ、P.ゲオ

ルギエフ、H.ザバンゾフ

ブルA|7.4921 47.492ノシャック

小木曽巌(29）笹川広平(25）箱山益夫

(23） 〔アン･ギャルツェン、アン・ペマ、

ナワン･チヨタール、ギルミ （ギルミ・

ドルジェ、ペンバ･ヌルブ） 〕

雪崩日本23 ガンガプルナ C3

6,500m

（ ）内の2名

は17日死亡

71,10,16 N|7.4551 87.455

金禎隻、朴昌煕、宗俊行、呉世限、安

久一成〔ペンパ・リンジン・ラマ、 ワン

ケル･ラマ他8名〕

雪崩韓国 C3

6,500m

24 72， 4，11 マナスル N|8.1631 158,163

高橋貞利(37）浜正則（3）片桐一三(23）

牛越正(30） 〔チョン・リンジ〕

雪崩日本25 C3～C4

間

73, 5,18 アンナプルナI NI8.0911 58,091

N|6,6011 31日本|押谷光喜(30)鈴木真-(25)加藤学(22)
N 7,246 31日本｜水谷勇(25)出口光男(20)水谷勇(25）出口光男(20)日本7,246

雪崩2673,10, 8キユンカ・リ

2773.10.12ブタ・ヒウンう○夕・ヒウン73,10,12
い
口
Ｈ
“

片
川
哩

奉
ヨ

〔アン･ニマ〕

チュリ C5

雪崩英 〔ダワ・ツェリン、カミ・サルキ、アン

ッェリン〕

C1～C2ダウラギリⅣ28 74. 4.19 N|7.6611 37,661

7,000m l疲労凍死S|7,1341 81旧ソ |女性8名
N|8.8481 61仏 C.ドウァ仏 G.ドヴァ8,848

29174, 8, 7|レーニン
30174. 9 91エヴェレ74， 9， 9 エウェレ 雪崩西稜肩

6,400m

ゾー〔ラクパ、サヌ・ワンギャ

ル、ペンバ・ドルジェ、ナワン・ルトク、

ニマ・ワンチュ1

スト

雪崩

(女性隊）

V.ラマチャンドラ、S.クンド （インド）

J.テレマイン、V.シンプソン（豪）

印豪 C2

5,200m

31 74, 5,30 リシノfノ、－ル I 6,992 4

雪崩沼尾吉心(25）

〔パサン.カミ、ポータ2名〕

日本

ｍＯ

１
０５
Ｃ
Ｌ

ダウラギリ I32 8,16775, 3,25 N|8.1671 5

G.ステファンソン(54) J.バーチ(19)

A.アープ(41) B.カサソラ

6,000m上 滑落ドウナギリ 米33 76,10,16 7,066 4I

尾上均(3()）横内正(26）佐藤正寛(25）

[HP2名〕

爆風雪崩日本 C1

5,100m

34 P|7.3301 57.33078, 7,24 ジュトマル・サール

阿久沢廣(35） 深沢勇二郎(28） 小林

清(28）

雪崩日本 6,500mダウラキ､リ I N|8.1671 38,16735 78, 9,23

3678， 9，14ガデイ・チユリ (P29)N7,871 3日本牛沢守(30)万実久次(28)高橋美丈(23)C3 5,640m懸垂氷河

3779． 5．13ダウラギリ 1 N8.167 3ス仏J.ルイ・サリバー(30) E.ホメーレ(26)C5 雪崩雪崩J.ルイ・サリバー(30) E.ホメーレ(26)ス仏 C5ダウラギリ I 8,16779, 5,13

〔ペンバ〕
｜
鉛 雪崩 ↓A.ロメロ、R.ノ、ウデス、E.テンプラー

ノ

C2PI7.2571 37．25779, 7,13 ディラン スペ

懸垂氷河斎藤洋平(34）仲西昌寛(44） 鈴木仁

(31） 固山良三(43） 関口修克(38）

志賀文孝（28）

Cl～C2

間

日本ゴーカール・サール P 6､2491 66,24939 79, 7,27

雪崩M.ユーウィック(44) G.ハーダー(33)

B.ロバーツ

C4

6,500m

米アンナプルナI N|8.091 38,09140 79, 9,19

Nコル下 ｜雪崩31日本｜ 〔王鴻宝､米馬孔西､羅朗〕
31日本｜藤井博子(28） 山崎のり子（藤井博子(28） 山崎のり子(日本

4179,10,12エヴエレスト （北) C

4279.10. 9パタール・ヒウンチュリ N79,10, 9 パタール・ヒウンチュリ

8,848

雪崩28）

[HP1名〕

4,000m6,441

S.モース、N.リーヴス[HPl名〕 r、 1トー
ゼェユー 雪崩奥80, 3,下 アンナプルナⅢ N|75551 3ワ匡匡反

lナJJJ43

1Fー
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No.遭難日 山 名

4480,10, 9ガネッシュ・ヒマールⅢ

4581. 5.10 ミニヤ・コンカ81, 5,10 ミニヤ・コンカ

国標高人数所属

N7,110 3日本

C7.556 7日本日本
旬信戸ハ

イ’DOD

遭難者名〔 〕内はハイポーター

黒岩薫(26）水野勝(22）照井博(35）

遭難場所 ｜ 原因
5,600m l雪崩

島田昌明(28） 浦光夫(32） 中嶋正博

(35） 松永浩(28） 佐々木茂(31）

小田島均(31） 小野寺忠一(29）

滑落7.000m

日本ガッシャーブルムⅣ 竹辺光一(30） 白沢裕之(25） 西岡寛

和(20)

7，000m上 懸垂氷河46 81, 5,10 P|7､9801 37,980

日本 鴨満則(36）寺西洋治(36） 松見新衛

(35）

ｺﾝｸﾞｰﾙ81, 7,23 C|7.7191 37,719 6,500m上 行方不明47

81, 9,上 日本 中村宣幸(22）土方浩(23） 萬濃英士

(21)

18 ホワイト・セール 5､700m上 行方不明6,446 ３I

日本 小美浪洋子(32） 田島よう子(33）

加藤れい子(27） 〔バル･シン(32)〕

ジャオンリ49 81, 9,23 6,632 6,000m下 雪崩I 4

日本 藤倉和美(31) 寺本政幸(30) 鈴木陽

一(28） 阿部直彦(35） 本多荘八(30）

斎藤孝雄(35） 埜口正則(29）

81, 9,27 ナンダ･カート50 6，61］ 雪崩7 C3

6,000m

仏アンナプルナI A.ドリユ(27) 1.ファブル(36)

〔ペンバ･ツェリン、ニマ〕

51 81, 9,27 N|8.0911 48,091 雪崩C1&C2

エヴェレスト 加 〔アン･チョルデン、パサン・ソナム、

ダワ・ドルジェ］

52 82， 8，31 N|8.8481 38,848 雪崩アイス・フォー

ノレ

日本ナンガ･パルバット 山田信義(44） 飯田敏(46） 高森雄一

郎(30）

Rq
UJ 83. 7,12 雪崩P 8.126 38,126 Cl

5,050m

N|8,0911 31韓国|隊員1名〔ポーター2名〕
I |6.7721 31台湾｜ファン･テュンジェ(29)台湾 ファン･テュンジェ（29）6,772

54183, 9,24 アンナプルナ1
55183.10. 9 ブリグパントブリグパント83,10, 9

雪崩C2

ス・チンジュ

ン(28） 〔アン･パサーン〕

行方不明↓

83, 7,上 日本 角田不二(32） 今給黎宣幸(28） 肥田

繁男(26）小暮孝(26）

56 ナンガ･パルバット 8,126P|8.1261 4 C3

6,700m

雪崩

印エヴェレスト85,10,11 R.S.バクシ(25) V.B.シン・ネギ(28)

ジャイ・ハフダナ(35) M.U.B.ラオ

(24）

57 8,8488.848 疲労衰弱N 1 4 S,コル

米58 85,10,18 ランタン・リルン N|7.2341 37,234 雪崩D.ニューウェル、E・スペイク

〔ギャルッェン〕

4,900m

85,11,上59 ガネッシュ・ヒマールⅣ 7,0527,052 ポN 3 K.ソビッキ、V.ヤンチャワ、K・ブシ

スタウ

雪崩4,900m

ﾉ､ｸﾞｼｭ I |6,3301 41英
I |7.0751 31印印7,075鶚86，

行方不明

5，21 サトパント 雪崩ﾐﾉｰ･ﾒｰﾀ､ﾅﾝドｩ.K.バーゲ､

〔ナイン･バハドール〕

C2

6,000m

86,10,上 日本 鈴木荘平(38） 田村省司(31） 小林一

弘(2）

62 6,400 ３メールN 雪崩I

独伊63 86,10,15 V.ヴァインツィール(39) P.ヴァウアー

(21) G.アイゼンド(22)

ヒマル･チュリN N|7.5401 37.540 C2上 雪崩

86, 8,中 混成64 K2 P|8.6111 58,611 J.テュリス(f) A.ラウス、A.イミッ

ツアー、H.ブィーザー、D.ショドヴィッ

チ・ヴォルフ

南東稜上 疲労衰弱

印65 87, 5,25 カンチェンジュンカ 8,586 ３ ブー・ドルジ、チョルテン・ツェリン、

プー・ブ・ブティ

I 頂上直下 行方不明

6687， 7，29ガッシャーブルム1

6787，夏 コムニズム

6887夏 ｸﾗﾗ･ﾂｪﾄｷﾝ

6987． 9．27ローツェ・シャール87, 9,27 ローツェ・シャール

幅
一
路
一
幅

P8,068

S7,495

S6,600

N8.4008,400

4パキ

5旧ソ

4 1日ソ

3スベスペ

華
一
率
一
蔀

7,000m

A.ソルス・フェレル(48) S・エスカレ

ラ(33) A.キニヨネヌ(27)

雪崩7,350m上
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遭難者名〔 〕内はハイポーター

ウィリー・ジャデン他

遭難場所 ｜ 原因
｜雪崩

No.遭難日 山 名

7087,10,13クン

7188. 8.23ハン・テン･グリハン･ﾃﾝ･グリ88, 8,23

国標高人数所属

1 7,077 5奥

S7，010 3旧ソ旧ソ7,010 滑落U.ヤブリンスキー、P.ウルリヒ

M.ハイドシュ

C2上 雪崩N.パネルジー、A.マンダル、 〔ゴバル・

シン・ゴサイン、バルヮン・シン、ブッ

ディ・シン〕

印ガンゴトリⅡ72 88, 9,24 6,599 ６I

転落D.ベチク(34) P.ボジク、J.ヤシコ

J.ユスト(33)

8.300mエヴェレスト73 88.10.18 N|8.8481 48,848 千一
ノー

5,700m l雪崩Sl7,4951 61 1日ソ | 6名
N|7.2341 31日本|二見二見日本7,234

74189, 2 1コムニズム
75189. 3"211ランタン･ ’89. 3.21 ランタン・ 教行(28） 桑島泰久(23） 久本真

寛(20）

雪崩4,900mリルン

Cl上 壱壱P全幻
三ョ朋M.ドンサル(36) m.ガジエフスキ(35)

E.フロバック(49) G.ハイリフ(51)

V.オトレンバ(41)

混成89, 5,27 N|8.8481 58,848
庁ハ

イO エヴェレスト

雪崩F.サルガド・リベラ、A.ルイス･ガレア

F.ﾏﾘｱ・デ･ ミゲル、P.デ･ミゲル

J.キョスフ。(26) [アン･ダワⅡ、ツェリ

ン・ツァンパ･ラマ〕

6,400m89,10,13 プモリ
ワワ
イI N|7.161 47,161 ス≠く

頂上付近↓ 行方不明韓国8,50578 89,12,20 ヤルン・カン N|8.505 3

行方不明6,400m上混成 G・バーハー(20) S.マグラス

〔ヌル･ワンチョク〕

ダウラギリ I N|8.167 38,16779 89,12,

雪崩C.シャーツ(37) N.ジャクスン(36f)

〔ニマ・ウォンチュク〕

米 4,720mN|8.1631 38,16380 90, 3,27 マナスル

行方不明M.ガルシア･パスワル(I) D.エカディ

オ・マルティネスM,ラウシン

３81 90. 5 メル一N 6,400I スペ

雪崩

(地震）

|日ソ連27名、チョコ6名、 イスラエル

3名、 ドイツ3名、 スイス2名、 スペ

イン、イタリア各1名

C2

5,300m

82 90, 7,13 S|7.1341437,134レーニン

西堀秀二(40)井上誠(28) 伊藤昌彦

(20)

雪崩C3

5,800m

日本90, 8,12 C|7.4391 37.43983 トムール

Nコル下
］
両
Ｈ
栂

片
口
樫

壺
ヨエヴェレスト （北） R.G.メノー〔アン・ソナ、バドリナー

ト・ギシン〕

90, 9,14 C|8,8481 38,84884 スゾヘミ

7,000m上 転落Mガリエフ(29) G.ルニャコフ(35)

G.ハリトフ(39)

8,1638.163 旧ソN 1 385 90,10, 6 マナスル

雪崩宗志義(40）孫維埼(31)李之雲(34)

王建華(37）井上治郎(40） 佐々木哲

男(30）清水久信(36）近藤裕史(33）

米谷佳晃(32）宗森行生(32） 船原尚

武(30) 広瀬顕(27) 児玉裕行(23)

笹倉俊-(21)工藤俊二(22)

〔林文庄尾(22） 斯那此里(26)〕

日･中 C3

5,100m

91， 1， 3 メイリ・シュエシャン C 6.7401 176,74086

7,800m上 行方不明独 V.ブラウン、V.マイヒスナー、

G.ゼムラー、K.ハインッティレ

L.サンク、L.ソクチュ〔テンジン、ジャ

ンプ、チャクパ･ディンティ、サンゲ〕

C|8.0271 48,02791, 5,2287 シシャノ､fンマ

雪崩韓国 7,500mN|8,0911 68,091アンナプルナI91, 9,1988

雪崩S.ソンス(35) K.ベクグォン(24)

S.ユンドク(24) [バクタ・バハドゥル・

ライ〕

C3

61800m

韓国7,1617.161プモリ N 1 492, 5,1189

雪崩ジャクデシュ・ビスト、 トリヴバン・コ

ランガ、ディプ・ネギ

ABC6,803 ３ 印92, 9,下90 マイクトリ I

転落 ↓5,600m韓国 K.ジンヒュン〔ビル･バハドゥル・タマ

ン、 ドルジェ・タマン〕

N|7.2341 37.23492,12,18 ランタン・リルン91
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国|標高|人数|所属｜ 遭難者名〔 〕内はハイポーター ｜ 遭難場所 ｜ 原因
S 7.0101 41ウ･ポ|スラヴァ、セルゲイ （ウクライナ) |コル ｜雪崩雪崩スラヴァ、セルゲイ （ウクライナ）7,010 ウ・ポ コノレ

Nql遭難日 l '｣」 名
92193, 7,251ハン･テングリハン・テングリ93, 7,25

M.ハンゼル(22) Vクライエフスキ

(26）

5,800m

氷河上

5，000m

雪崩K･英 R.ガイ、P.ウェスト(英）

W.フリシチャーティ(41) 1.イオデイス

ン･ﾃングリ S|7.0101 47,01093 93． 8， 4

佐々木裕一(42） 小林讓(45） 若林善

則(37）高野春夫(45）増田玄(24）

難波毅(22）

懸垂氷河日本 6,100m6,596ニルカンタ 1 693, 9.3094

転落 ↓Aハラルディ(36) Aパルホメンコ

(39) D.イブラジム･サデ(39)

8,480mP|8.6111 38,61194, 7,10 K2 ウ95

日本 福沢卓也(28） 渡辺靖之(27）

鈴木洋介(27）工藤潤二(22）

雪崩5,950m94, 9,28 C 7.5561 47．556ミニヤ・コンカ96

雪崩独 S.ハーゼンコブフ(26) C.グリユック

C.カインドル、H,クロッピング、M.

マック、B.ネストル、S.ツシェツシュ、

T.フィリップ、B.ライス（以上ドイツ）

C.アミ（スイスf) [チャンパ〕

5,800mピサン・ピーク NI6.0911 116,09197 95,11,13

第二ステッ

プ ↓

疲労凍死印エヴェレスト （北） ツェヮン・スマンラ、ツェヮン・バルジ

ョー、 ドルジェ・モルップ

N|8.8481 38,84896, 5,1198

混成 ロブ.ホール、難波康子(47） ドーガル・

ハンセン、アンディ・ハリス

Sコル」 疲労凍死エヴェレスト96, 5,11 N|8.848 48,84899

日本 広島三朗(54） 原田達也(62） 土森穣

(60） 中込清次郎(50） 永澤茂(47）

菊田佳子(37）

懸垂氷河スキルブルム BC

5.300m

10q97, 8,20 P|7.3601 67.360

韓国 行方不明ハン・ドンキュン(29） ヤン･ジェモ(24）

リム･サンタク(24）

フロード・ピーク P|8.0511 38,051101 96, 7,20

(注1）合計101件 死亡者総数500人

(注2）国名の略:N=ネパール、P=パキスタン、 I=インド、C=中国、 S=旧ソ連

A=アフガニスタン

HAJ図書と地図の販売

■地図（いずれも中国製で2,000円）

1 ． チョモランマ

2． チョゴリ

3． シシャパンマ

4. ｺﾝダﾙｰ＆ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞ

:笠当覚寺嘘茎)l｡"3
7． ニンチン・カンサ

ー以上は10万分の1で中文のみ－

■図書

1 ．雪の住処30年の記録B5判442P

2．知られざる北部シッキムの山々

B5判82P

3．東部カラコルム B5判103P

4． ナムチャ・バルワ B5判56P

5．天壇の山に挑む B5判140P

6．雪域神山（チベットの山写真集）

A4判237P

7． ネパール登山の手引きB5判145P

3,500円

2,240円

2,240円

2,240円

2,810円

6,700円

2,310円
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贈与する。

この清掃隊への問い合わせ先は、下記の通りで

ある。個人・団体を問わず、興味をお持ちの方は

連絡願いたい。

NepalMounteineeringAssociation

NagPokhari,Naxal,Kathmandu,NEPAL

PhOne:997-1-441-525,Fax:977-1-416-278

E-mail:peaks@nma.wlink. com.np

（提供：ネパール山岳協会）

《ネパール》

1999年エヴェレスト清掃隊

ネパール山岳協会(NMA)は、アメリカ合衆

国国立地理学協会(NGS)、マケドニア登山協

会((MACA)、 ロシア山岳連盟(MAF)それ

にフィニッシュ・テレビ社の協力の下に、 1999年

春季にエヴェレストのベース・キャンプ～サウス・

コル間の清掃を行う予定である。

この清掃のための予算額は、約12万9千ドルで、

その内10万ドルをNGSの地理学調査財団に依頼、

NMA、MACAそれにMAFで残りの2万9千

ドルを確保する計画である。

MACAの計画参加意図は、主としてディミタ

ル・イリーヴスキー・ ドネの遺体の回収及びマケ

ドニア在住の彼の遺族への遺骨の返還である。ディ

ミタルは1989年のエヴェレスト ・ローツェマケド

ニア登山隊に参加、サウス・コル近くで遭難して

いる。

清掃登山で発見されるその他の遺体については、

遺族の承諾を得て、身元の判明する場合にはベー

ス・キャンプに降ろし、丁重に火葬する。

ロシアの登山家達は、将来の清掃活動にそなえ

て、ポータブルなウインチ設置の可能性を探る。

コーカサスでのシステムのように発展するように

思われる。

フィニッシュ・テレビ社は、ベース・キャンプ

まで入り、清掃隊の行動にはシェルパが同行して、

実況中継のドキュメンタリー・フィルムを作成す

る予定である。

30名の登山家（内20名はネパール人、 10名が外

国人）は、 5月から6月にかけての45日間、 この

清掃登山に従事する予定である。サウス・コル周

辺からは、およそ5～6トンのゴミが回収され、

それらはベース・キャンプまで降ろされ、ルクラ

やカトマンズでリサイクルに回されたり処分され

る。初期の登山隊が使用した古い酸素ボンベは、

NMAが回収し、清掃隊の支援者にお土産として

サガルマータ春の登山状況

☆1998年プレモンスーン、エヴェレスト登山状況

（ネパール側） 1998／6／3観光省調べ

【入山隊】

①米国 （3隊） ④ボリビア (1隊）

②英国 （2隊） ⑤シンガポール（1隊）

③イラン （1隊）

計 8隊

【登頂者、出身国別】

①米国･…･……･……7人⑤ボリビア………1人

②英国…･………．．…4人⑥スウェーデン…1人

③イラン…･………･ ･4人⑦ネパール………24人

④シンガポール･ ‘ ･…2人 計 43人

《インド》

インド冒険旅行業界最新情報

5月21日、ニューデリーのパークホテルに於い

て、冒険旅行協会の定期会議が初めて催された。

会議の主な議題は、登山特にトレッキング．ピー

クや、制限地区内でのトレッキング参加人数最低

4名以上などに関する規制の緩和の必要性につい

てであった。主賓の観光大臣オーマク・アパン氏

は、冒険旅行協会が直面している諸問題の解決に、

全面的に協力すると約束した。 （提供：沖允人氏）

ニューデリーの夏

今年のデリーの夏は異状な暑さである。気温は

摂氏47度を越えていた。そしてインドは、現在マ

ンゴーの季節である。マンゴーの王者と云われる

マハラシュトラのアルファンソを始め、 ラクノウ
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のダッサヒリなど、インド各地から色々な種類の

マンゴーが出回っている。マンゴーを堪能しに、

是非インドを訪れて下さる事を期待している。

（提供：シカール・ トラベル）

から登頂に成功し、 トータル獲得標高を119,080

mとし、故山田昇氏が1988年11月6日にチョー・

オユーの登頂によって達成した115,804mの記録

を更新してトップに立った。故山田氏はこれによっ

て1984年夏にマモストン・カンリ初登頂によって、

57,015mで尾崎隆氏を抜いてトータル獲得標高の

トップに立って以来14年間守り続けて来たトップ

の座を譲り渡すこととなった。

近藤氏はチョモランマを含めて、八千メートル

峰4座に登頂。また、七千メートル峰は7座に12

回登頂して、今回の記録となったもの。これに対

して山田氏はエヴェレスト3回、ダウラギリ2回

を含めて八千メートル峰の9座に12回、七千メー

トル峰2座初登頂で達成したものである。尚、本

年春のシーズンを終了した時点の第三位は、田辺

治氏(37)の93,383mである。

トータル獲得標高とは、 1983年夏に「ヒマラヤ

142号」に山森が[50,000メートルを目指す男た

ち］ と題して、 ヒマラニストの評価の一方法とし

て提案したものである。詳しくは、 142号を参考

にしていただきたいが、 ［トータル獲得標高］ と

は、基本的には、 「七千メートル峰以上を対象に、

BCから登頂に成功した山の標高を合計した数字」

のことである。縦走は最高峰のみが加算される。

ちなみに1983年6月末現在のトップは、故加藤保

男氏の42,516mで以下、山田昇、重広恒夫、富田

雅昭、尾崎隆氏と続き、 20,000m(3座登頂）を

超えていたのは、わずかに17名であった。 これが

15年後の昨年末には、 136名の多きにのぼってい

る。 （山森欣一）

登山家諸氏にビッグ・ニュース

USAアルパインクラブのカルロス・ビューラー

率いる、今年初のインド・ヒマラヤ登山隊のロシ

ア・アメリカ合同チャンガバン登山隊が、同峰の

北壁からの登頂に成功した。彼等は、ニューデリー

で盛大な祝賀会を催した。

登山隊の行動に関する詳細は、カルロス・ビュー

ラーのE一メールを参照の事。

cbuhler@mountana.campus.mci.net.

（提供：シカール・ トラベル）

シカール・ トラベル社インターネット案内

日本の登山隊に馴染の深いインドのシカール・

トラベル社が、インターネットでのトレッキング

案内を始めた。日程や費用なども含めた案内となっ

ている。

//www.shikhar.com/

また、E一メールは下記の二つである。

Stipland@gems.vsnl・net.in

shikhartravels.vsnl.net・in

（提供：シカール・ トラベル）

《中国》

チョモランマ三人目の登頂

国際公募隊のラッセル・プライス隊に参加して

いた続素美代さんが、 5月25日午後零時30分に北

稜からチョモランマの登頂に成功した。これは、

最高峰登頂の日本人女性としては、田部井淳子、

難波康子両氏に次ぐ3番目の記録である。

アナトリー・ブクレーエフの覚え書き

アナトリー・ブクレーエフのアンナプルナでの

遭難のニュースはヒマラヤ316号で紹介した。彼

に関しては昨年邦訳も出版された「空へ」のなか

でも取り上げられているが。 96年春のエヴェレス

トでおきた大量遭難時の彼の行動を、身勝手なガ

イドとするか、多くの人命を救ったヒーローとす

るか意見がわかれている。彼についてあるホーム

ページで大きく紹介されているので、それをもと

に、日本ではあまり注目されていなかった彼の登

近藤和美氏が山田昇氏を抜いてトップに

－トータル獲得標高一

近藤和美氏(56)は、 5月22日チョモランマ北稜
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爵。隊員の一人でその後アメ

℃dq砧
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シャーブルムIの記録。隊員の一人でその後アメ

リカ山岳会の会長となったニコラス・クリンチに

よって、初登頂の翌年に書かれたもの。 もっとも

アメリカで原文が出版されたのも初登頂から24年

後の82年である。 59年に脱稿していたそのままで

出版されたので回顧録ではない。

所謂ヒマラヤ黄金時代の八千メートル峰初登頂

でありながら、全くプライベートな登山隊であっ

たことに驚くと共に、その登山隊にイギリス、フ

ランス、スイスなどの著名な登山関係者が彼らに

国境を越えて惜しみない支援をする。やはり古き

良き時代である。

登山には固定ロープ、ハイポーター、酸素を使

用するのであるが、読んでいて今流行の中高年登

山と全く異質のものであることが伝わってくる。

同年にはガッシャーブルムⅣのイタリア隊とチョ

ゴリザの京大隊が入山し両隊とも初登頂に成功し

たが、エピローグでは京大隊の登頂したのは最高

点ではなかったとの指摘があることを紹介してい

る。

本書の中で評者が一番感銘を受けたのは、登山

終了後に著者とショーニングが、ショーニングが

参加した53年アメリカのK2隊で死亡した隊員の

墓参りを行い、そこでの描写「山の歴史は、それ

に挑んだ人間に焦点をあてて語られるものである」

との一節であった。今、八千メートル峰登山のみ

に熱中している人々とはあまりにも違う世界が、

そこに表現されていると感じた。心地よい読後感

が残る。 （記：山森）

A5版405頁薬師義美／吉永定雄共訳

ナカニシヤ出版3,500円十税 4月30日刊

山歴を紹介したい。

1970年にウラル山脈で山登りを始めた彼は、 ヒ

マラヤデビューを果たす前に、パミールや天山で

30回を超える7000mの登頂を果たしている。その

中にはレーニンやボベーダのトラバース及びスピー

ド登山がある。

1989年、ソ連隊のカンチェンジュンガ(8,586m)

縦走隊に選ばれ、ヤルン・カンから主峰、中央峰、

南峰の縦走隊員となる。 1990年にはボベーダの冬

期初登頂を行ない、翌年春、ダウラギリ I峰(8.1

67m)の西壁の初登筆。秋にはアメリカとの合同

隊でノーマル・ルートからエヴェレスト(8,848m)

に登頂。 1993年ドイツの国際隊に参加、チョゴリ

(8,611m)を登る｡ 1994年春にマカルー(8,463m)、

95年春にはチョモランマ(8,848m)、秋にはダウ

ラギリ I峰、冬にマナスル(8,163m)に登頂（年

間ハットトリック)｡ 1996年、エヴェレスト登頂

の1週間後にローツェ(8,516m)に登頂。秋には

シシャパンマC(8,008m)に登っている。

1997年4月23日、インドネシア隊の登翠リーダー

として4回目の世界最高峰に成功したブクレーエ

フは（エヴェレスト登山では初めて酸素を使用し

た)、 1ケ月後にエヴェレストヘの縦走を目指し

て、イタリア人のシモーネ・モロとローツェに登っ

たが縦走はあきらめた。その後、カラコルムに向

かい、 7／7にブロード・ピークに登頂する。 し

かし、この登頂は同じ時期に行っていた者たちか

ら前衛峰(8,006m)までであると報告されている。

ブクレーエフはさらに7／14ガッシャーブルムⅡ

(8,035m)に登頂。 80日間で8000m峰4座に登っ

たことになる。

そして昨年クリスマスにアンナプルナI (8,091

m)南壁の新ルートを目指して登山中、雪崩によ

り命を失う。享年39歳。ロシア生まれのカザフ人

と伝えられる｡ (中川裕）

東京集会のお知らせ

7月27日 （月）午後7時～

景気払いを兼ねてカラコルムの話題です。

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、 JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方而2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

内容

場所
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ヒドンピーク初登頂

1958年夏アメリカ隊によって初登頂されたガッ
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ラモ・シェ （田海子山。6,070m)登山計画
ごあいさつ

日本ヒマラヤ協会は、夏の限られた日数で高峰

登山を楽しみたい、との会員の希望に応えてサマー・

キャンプを実施して参りました。

本年は舞台を中国、四川省の名峰ミニヤ・コン

カの北に独立した山群として、これまであまり知

られなかった「ラモ・シェ（田海子山) 6,070m」

山群に求めました。

サマー・キャンプは、総て結集した隊員による

登山であります。現地においても隊員がルートを

開拓し、荷上げを行い登頂を目指すことを原則と

しており「ガイド登山」ではありません。

新しい舞台です。これまでの経験を充分に活用

しながら細心の注意を払い登山する所存です。

1998年7月

隊長酒井國光

計画の概要

1．隊の名称

日本ヒマラヤ協会ラモ・シェ登山隊

1998年

2．派遣母体

日本ヒマラヤ協会

3． 目標の山

中華人民共和国四川省康定県

ラモ・シェ (6,070m)田海子山

4． 目 的

＊ラモ・シェ峰の登頂

＊山岳自然環境の保全にもとづく登山（テイ

クイン、テイクアウトの実践）

5．登山期間

1998年8月1日～8月23日（23日間）

6．隊の構成

酒井國光隊長以下9名

7．推進の組織

日本ヒマラヤ協会ラモ・シェ峰登山隊実行

委員会

会 長：稲田定重

(HAJ理事長）

委員長：山森欣一

（同専務理事）

副実行委員長：酒井國光

（同登山隊隊長）

実行委員：八木原圀明、尾形好雄、

寺沢玲子、中川裕、野沢

井歩、隊員

8．隊の事務局（留守本部を兼ねる）

〒170-0013東京都豊島区東池袋4丁目2

番7号萬栄ビル501号

日本ヒマラヤ協会

a(03)3988-8474 FAXO3-3988-8502

夜間：隊出発まで 酒井國光

〃 ：隊出発後 山森欣一

日誌

8月1日成田→北京(CA926便14:55発）

2日北京→成都（飛行機）

3日成都にて出発準備

4日成都→康定（ジープ）

5日康定滞在（予備日）

6日康定→BC

7日～17日登山期間(11日間）

18日 BC→康定

19日康定→成都（ジープ）

20日～21日成都滞在（予備日を含む）

22日成都→北京（飛行機）

23日北京→成田(CA925便、 13:50着）

隊員名簿

隊長酒井國光(SAKAIKINIMITSU)

1) 1939年4月 生(59歳）

2） 〒300-2 茨城県筑波郡

ラ
モ

ソ
ェ
位
置
図
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3）聖徳大学附属小学校

4） 昭和山岳会

5） 1984中国､アムネマチンⅡ(6,268m)登頂

1988パキスタン、ブロード・ピークM

(8,051m)隊長、登頂

1991 中国、雪宝頂(5,588)隊長、登頂

1993中国、ムスターグ・アダ(7,546m)

隊長、登頂

1994中国、玉珠峰(6,179m)隊長、登頂

1995 インド、 ヌン(7,135m)隊長

他に海外登山7回

副隊長山岸和男(YAMAGISHIKAZUO)

1) 1945年2月 生(53歳）

2） 〒254-0903平塚市

3） 平塚西工業技術高等学校

4） さがみ家族山の会

5） 1990 中国、雪宝頂(5,588m)隊長登頂

1992 中国、二姑娘山(5,454m)隊長､登頂

1994中国、玉珠峰(6,179m)登頂

1996中国、雀ﾉL山(6,168m)隊長

秘書長谷田川武(YATAGAWATAKESHI)

1） 1953年9月2 （44歳）

2）〒178-0 練馬区

3） 志村高等学校

4） 白嶺山の会

5) 1981 メキシコ、ポポカテペトル(5,452m)

1988パキスタン､ファラクサール(5,918m)

1989中国、シヤラリ(6,032m)

1992 中国、二姑娘山(5,454m)

1993中国、ムスターグ・アダ(7,546m)

登頂

1995 スイス、モンテ・ローザ(4,634m)

登頂

隊員高羽秀徳(TAKABANEHIDENORI)

1) 1930年3月 (68歳）

2） 〒277-0 柏市

4） 深田クラブ

5） 1995 パプアニューギニア、ウイルヘルム

(4,694m)登頂

1996 フランス、モンブラン(4,807m)登頂

1997 ブータン、アムジヨモ(5,020m)

登頂

隊員高橋富貴夫(TAKAHASHITOKIO)

1） 1936年3月2 （62歳）

2） 〒180-0 武蔵野市

3） タコタ電機工業(株

4）むさしの山の会

5） 1978 ネパール､ゴーキョ・ピーク(5,400m)

登頂

隊員吉田和宏(YOSHIDAKAZUHIRO)

1） 1953年7月2 （45歳）

2） 〒331-0 大宮市

3） 大宮西高等学校

4） 白嶺山の会

5） 1988パキスタン､ファラク･サール(5,918m)

隊員三宅愛弓(MIYAKEAYUMI)

l) 1957年3月 生(41歳）

2） 〒185-0 国分寺市

3） ナブコサービス(株

4） 昭和山岳会

5） ネパール、ゴザイングンド(4,380m)

トレック

隊員牧久真子(MAKIKUMIKO)

1) 1958年6月 (40歳）

2） 〒427-0 島田市

3） 島田工業高等学校

4）静岡こまぐさ会

隊員安藤斎(ANNDOTADASU)

1) 1959年7月 (39歳）

2） 〒969-1 福島県安達郡

3） 県立安積高等学

4） 福島こまぐさ山岳会

5） 1991 中国、大姑娘山(5,025m)登頂

1992 インド、ヌン(7,135m)

1993 アルゼンチン、アコンカグア(6,990m)

1995 インド、ヌン(7,135m)

－ワq－
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ヒマラヤ320号発送

合同壮行会案内状発送

ニンチン・カンサ、ラモ・シェ両隊

の書類をCMAへ発送

故フカム・シン氏散滑（於、富士山、

尾形、寺沢、沖、小川、飛田）

ニンチン･カンサ隊ビザ申請

遠藤登前会長の「退任を労う会」

（於、池袋28名）

東京集会（18名）

9日 （火）

■寸 蔵〃哩、 、

11日（木）「もう一つのエヴェレスト」と言うべき現象が

あった。労l｣｣や昭和山岳会が登頂し朗報に湧いた

時、事務局の電話は報道陣の取材が相ついだ。そ

れが一段落した6月中旬、今度は、地方紙や地方

のテレビ局からの取材が続いた。

最高齢登頂の更新や大量登頂だけが話題であろ

うと思っている身にはこれは意外な出来事に思え

た。それは「××県人」として初めての世界最高

峰の登頂者の出現であった。東京や大阪などでは、

こんなことは話題にもならないが、地方ではかな

りインパクトのあることのようである。すっかり

忘れていたが、十数年前には「△△県人」初の八

千メートル峰登頂者と云うのがあったことを思い

出した｡ (山森）

21日 （日）

24日（水）

26日 （金）

29日 （月）

ヒマラヤNo.321 (8月号）

平成10年7月10日印刷 10年8月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170-0013 束京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

霞勝鳫眉罵(6月）
5日（金） ニンチン・カンサ隊費用送金

ニンチン・カンサ、 ラモ・シェ両隊

隊貨引き渡し

THE 田や誠司海壺－
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ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒｰﾀｰのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)
●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店 ： 日本メディコ株式会社

レンタル・販売問い合わせ先：株式会社テイ・エッチ・アイ
〒135東京都江東区木場2-5-7 KHビル7階
TEL:03-5245-0511 FAX: 03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）

－24
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互柵糊'ら,齢でﾌ個別輔舵 減
遠征隊、トレッキンヌ秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしまれ

MPz尋駕鰹髪驚荏BO3-3574-BSSO三井航空サービス代理店2452号

トレッキング・登ll｣隊のI汗可取得から航空券・現地fNdまでおjjlき受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

トレッキング･海外登山

懸彗壽紡遊滋縁シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階盃03(3237)1391(代表）
キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階画03(3237)8384(代表）
大阪営業所〒530大阪市北区神山町G4北川ビル5F宜妬(367)1391(代表）
カトマンズ営業所JAI HIMALTREKKING(P)Ltd. P.0. BOX3017KATHMANDU. NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業“7号L I
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●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl窓025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1 8窓022(297)2442
●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通l-lO l6丑0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8冠011(222)3535

●ルート36真栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2壷011(883)4477
●北十二条店／〒OOl札幌市北区北十二条西3-5念011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5盃011(219)1413
●旭ﾉ| |店／〒O70旭川市六条通8-37 2壷0166(24)5300
●外商部(メイルオーター)／〒l69東京都新宿区百人町2 2-3盃03(3200)7219

●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3冠03(3208)6601㈹

●スキー&カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2 18-10盆03(3209)5547｝代
●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1-16-7盃03(3346)0301㈹
●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々木1-58-4盃03(5350)0561

●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-8念03(3295)0622
●神田店／〒lO1東京都千代田区神田神保町1-4念03(3295)3215
●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6 1念03(3295)6060
●八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-12念0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6念0426(46)3922
●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4缶0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2 123念048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5 3識0273<27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2-4-3盆0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1盃025(243)6330

綴
事務所／〒'69東京都新宿区百人町1 －4‐ ’5盃03-3200-1004




